
いちごドリルプリント

基本的人権 名前

問1 人権思想の歴史的展開において重要な、モンテスキューの『法の精神』、アメリカ独立宣言、日本国憲法という3つの出来事について述べた文と
して、正しいものはどれか。 （2017年 北海道公立入試 類似）

1. モンテスキューは『法の精神』の
中で、フランス人権宣言の内容を発
展させて三権分立を唱えた

2. アメリカ独立宣言は、世界で初め
て社会権を保障したワイマール憲法
をもとに作成された

3. これらの出来事は、古い順に『法
の精神』、アメリカ独立宣言、日本
国憲法という順序である

4. 日本国憲法は、アメリカ独立宣言
よりも先に制定され、基本的人権の
尊重を世界に広めた

問2 自由権は、その内容によって「精神の自由」「身体の自由」「経済活動の自由」の3つに大きく分けられます。次の事例のうち、「経済活動の自
由」に当てはまるものとして適切なものはどれですか。 （2021年 北海道公立入試 類似）

1. 正当な理由なく逮捕されたり拘束
されたりしないこと

2. 専門的な分野について自由に研究
を行うこと

3. 自分の希望する職業や住む場所を
自由に選ぶこと

4. 自分の考えや意見を自由に発表す
ること

問3 日本国憲法において、すべての国民がその能力に応じて、ひとしく享受できると定められている権利はどれですか。 （2017年 北海道公立入試 類似）

1. 教育を受ける権利 2. 表現の自由 3. 思想・良心の自由 4. 信教の自由

問4 日本の選挙制度の歴史において、かつては直接国税を15円以上納める25歳以上の男子のみに認められていた参政権が、1925年には納税要件が
撤廃され、さらに1945年には女性にも認められるようになりました。このように、特定の条件を設けず誰もが等しく投票できる「普通選挙」が
確立された背景にある考え方として、最も適切なものはどれですか。 （2025年 広島県公立入試 類似）

1. 選挙管理の事務作業を簡略化し、
投票率を向上させるため

2. 都市部と農村部での一票の格差を
是正し、人口比例を徹底するため

3. 性別や経済的な状況に関わらず、
等しく政治に参加する機会を保障す
るため

4. 特定の支持基盤を持つ政党の影響
力を弱め、議会を安定させるため

問5 日本国憲法における「公共の福祉」の考え方に基づき、人権の制限に関する記述として最も適切なものはどれですか。 （2018年 大分県公立入試 類似）

1. 公共の福祉とは、個人の自由より
も国家の繁栄を優先させる考え方で
あり、国民が国家の目標に協力する
義務のことを指す。

2. 個人の自由や権利は最大限尊重さ
れるが、他人の権利を不当に侵害し
たり社会全体に害を及ぼしたりする
場合には、一定の制限を受ける。

3. 基本的人権は侵すことのできない
永久の権利であるため、いかなる場
合であっても他人の権利や社会の事
情によって制限されることはない。

4. 公共の利益を最優先するため、国
の政策や法律に従わない個人の権利
は、司法の判断なしにいつでも制限
することができる。

問6 日本国憲法第14条において、すべての国民が人種、信条、性別、社会的身分や門地などによって差別されないと定めている原則を何と呼びます
か。 （2026年 熊本県公立入試 類似）

1. 公共の福祉 2. 個人の尊重 3. 基本的人権の不可侵 4. 法の下の平等

問7 日本国憲法第25条では、「すべて国民は、健康で文化的な最低限度の生活を営む権利を有する」と規定されています。この条文によって保障さ
れている権利を何といいますか。 （2019年 神奈川県公立入試 類似）

1. 参政権 2. 平等権 3. 自由権 4. 生存権

問8 社会の変化とその課題を整理した学習ノートにおいて、「情報化社会の進展」という変化に対し、「メディアへの対応」や「個人の情報を守る
」といった課題が挙げられています。これらの課題を解決し、個人の尊厳を保つために求められている権利の内容として、最も適切なものはど
れですか。 （2021年 沖縄県公立入試 類似）

1. 個人の私生活に関する情報を、み
だりに他人に公開されないよう守る
権利

2. 良好な生活環境を求め、公害や破
壊から自然環境を守るよう要求する
権利

3. 国や地方公共団体に対し、情報の
開示を求めることができる権利

4. 自分の生き方や生活のあり方につ
いて、他人の干渉を受けずに自分で
決定する権利

問9 日本国憲法に定められている人権の分類において、分類Yに「法定手続きの保障」、分類Zに「思想・良心の自由」が示されている資料がある場
合、分類Xとして「職業選択の自由」や「財産権の保障」が含まれるべき用語として最も適切なものはどれですか。 （2017年 千葉県公立入試 類似）

1. 学問の自由 2. 平等権 3. 参政権 4. 経済活動の自由

問10 日本国憲法において、個人の思想や意見、主張などを外部に表明する権利は、民主主義を支える極めて重要な権利として保障されています。言
論、出版、集会、結社の自由などが含まれるこの権利は、人間の内面的な精神活動に関わるものであることから、分類上何と呼ばれますか。
（2026年 千葉県公立入試 類似）

1. 経済活動の自由 2. 精神的自由 3. 社会権 4. 身体の自由

問11 日本国憲法が保障する基本的人権のうち、すべての国民がその能力に応じて等しく学ぶことができるよう定められた権利を何といいますか。
（2026年 栃木県公立入試 類似）

1. 表現の自由 2. 居住・移転の自由 3. 教育を受ける権利 4. 財産権の保障

問12 日本国憲法第13条は、すべての国民がかけがえのない一人の人間として重んじられるべきであることを定めています。人権保障の根本にあるこ
の考え方を何といいますか。 （2026年 青森県公立入試 類似）

1. 公共の福祉 2. 法の支配 3. 議会制民主主義 4. 個人の尊重

問13 自由権の分類に関する記述において、経済活動の自由に該当する具体的な権利の組み合わせとして適切なものはどれですか。 （2024年 熊本県公立入試

類似）

1. 信教の自由、学問の自由、表現の
自由

2. 居住・移転の自由、職業選択の自
由、財産権

3. 奴隷的拘束からの自由、裁判を受
ける権利、黙秘権

4. 生存権、教育を受ける権利、勤労
の権利

問14 日本国憲法第12条では、国民が保持する自由及び権利について、「これを濫用してはならないのであつて、常に（
）のためにこれを利用する責任を負ふ」と定めています。この（
）にあてはまる、個人の尊重と社会全体の利益を調和させるための言葉は何ですか。 （2024年 大分県公立入試 類似）

1. 公共の福祉 2. 個人の自由 3. 法の支配 4. 国家の安全


